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長崎県五島市岐宿町山内地区での
モデル事業（地域管理構想）の取組状況



【モデル事業の実施に至った経緯】

五島市は、旧市町村単位を基本として、13のまちづくり協議会が発足したが、当
時、各種地域団体をまとめることを狙いの1つとしてスタートしたため、団体役員
任期が短く、持続的な活動を行うことが困難な状況になっている。

そこで、地域が自ら課題を認識し、その解決に向けて自主的に活動を行う機運醸
成と協議会の活性化を進めるため、岐宿まちづくり協議会山内支部を対象に地域管
理構想策定を通じた取り組みを行うことを、市から協議会に提案し、協議会から同
意を得られたことから、令和5年7月から単年度で実施することで検討をスタートし
た。

長崎県五島市岐宿町山内地区におけるモデル事業の取組について

■対象地域：長崎県五島市岐宿町山内地区

■地区概要：

・位置：山内地区は、五島列島最大の島である福江島の
ほぼ中央部に位置する。五島つばき空港から山
内地区まで約17km（車で約25分）の距離。

・人口等（R2年国勢調査）：
人口 1,051人 高齢化率 約46％
世帯数 473世帯

・地形：周囲を標高400ｍ前後の山々に囲まれ、盆地状
の平地には水田が広がる。

■検討体制：五島市地域協働課・岐宿支所・
岐宿まちづくり協議会・やまぼん会（山内
若手事業者の会）

R５年度より、長崎県五島市岐宿町山内地区において地域管理構想のモデル事業の取組を開始。
R６.1に実施した、地域の課題や資源を把握するためのワークショップを経て地域管理構想
（素案）を作成

山内地区の風景



■五島市岐宿町山内地区における策定プロセス

・上段に記したとおり、岐宿町山内地区での取り組みは、モデル事業（単年度）で地域管理構想（素案）を作成・提案し、
それを受けて市が伴走しつつ地域が主体となって地域管理構想を成案化していくプロセスとなっている。

長崎県五島市岐宿町山内地区におけるモデル事業の取組について

【モデル事業の取組の経過】

・R5.  6月 岐宿まちづくり協議会理事会にて説明および協議
・R5.  7月 市保有データおよび国勢調査等を含めた国保有データの収集・整理
・R6. 1月 地域の課題や資源を把握するためのワークショップの実施
・R6．3月 地域管理構想（素案）の提案
※以下、今後の予定（市や協議会が対応）
・R6.  4月 岐宿まちづくり協議会へ報告
・R6.  5月～ 成案化に向けた検討の深度化、合意形成 …

Ｒ５.６月（市が対応）

Ｒ６.１月実施

※Ｒ６.１月に素案作成
Ｒ６年度に検証・成案化

※Ｒ６年度から実施

※農林水産省 農村型地域運営組織形成推進事業（農
村型地域運営組織モデル形成支援）を活用して実施

ステップ①：事前の話し合い・事前準備

ステップ②：地域における現状把握と将来予測

ステップ③：地域管理構想図の策定（土地の使い方を選択する）

ステップ④：地域における行動計画と地域ルールの策定

地域管理構想に基づく地域主体の取組の実施（モニタリング・見直しの実施）



✔ 集落の現状把握：人口及び
世帯の推移、年齢構成推移、
高齢化率 等

✔ 産業活動の状況：就業人口
構成、農業従事者年齢、耕地
面積推移、農業事業実施状況
等

✔ 土地の基礎情報：地形、土
地利用規制状況

✔ 土地管理の阻害要因：鳥獣
被害状況、土砂災害

○市提供データ及び国勢調査等のオープンデータから、土地や地域の特徴を把握。
○ワークショップを通じて、住民が感じている課題、課題解決に向けたアイデアなど意見収集。

統計データを活用した現状把握
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年齢区分別基幹的農業従業者割合（2020）
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■地形の概況 ■土地管理の阻害要因状況

■高齢化率■農地の状況

■集落別基幹的農業従事者の年齢割合
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地域における現状把握と将来予測



地域における現状把握と将来予測

【日時】令和6年1月20日（土）19時～

【場所】岐宿町公民館山内分館

【参加者】

・地域住民等 ：19名
・アドバイザー ： 1名（非特定営利活動法人いわて地域づくり支援センター

常務理事 若菜千穂氏）
・オブザーバー ： 2名（長崎県五島振興局）
・事務局スタッフ等： 7名（五島市、国土交通省※、コンサルタント）※web参加

【内容】

➢講演（農村RMOについて）
➢ワールドカフェ方式のワークショップ
（テーブル毎に地域が抱える課題を共有し、課題解決のためのアイデアを考える）
➢ テーブル毎に一押しのアイデアを発表
➢アドバーザーによる講評

地域の課題を把握し、課題解決のアイデアを考える

▲若菜氏講演

▲ワークショップ風景

《岐宿まちづくり協議会山内支部ワークショップ》

▲アイデア発表

■意見のまとめ

■テーブルワーク結果



地域管理構想の策定（土地の使い方を選択する）

■管理構想図（素案）

○統計データやワークショップを通じて明らかになった課題解決に向けて、土地利用の方向性と
それを反映した地域管理構想図等の素案を作成

土地利用の方向性(案)

○農業事業実施状況など農業生産活動の状況や、
土地の管理にかかる課題を踏まえ、5つのゾー
ンを設定

※ゾーン設定は、地域で自発的な取り組みが可能な
範囲を対象

① これからも積極的に営農活動を行っていくゾーン

・農業事業等が実施されている、農用地区域内農地
等を対象

② 地域コミュニティや地域での生活を維持・改善し
ていくゾーン

・既存集落地を対象

③ 地域活動の安全・安心を支えるゾーン

・鳥獣被害対策を考慮し、水辺周辺（ため池や河川）
や集落地後背森林を対象

④ 今後の営農活動のあり方を検討するゾーン

・農業振興地域非農用地区域内の農地を対象

⑤ 産業活動を支え、周辺との良好な関係を維持する
大規模施設が立地するゾーン

・生産活動などまとまった土地利用が行われている場
所、大規模施設が立地している場所 など


